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【概　要】

　行動療法、認知行動療法のさまざまな技法やその発想について学ぶ。歴史的展開、基本的発想、および代表的な疾患に対する

認知行動的アプローチの実践について学ぶ。本講義は、臨床現場で必要とされる知識や技能を習得することを目的としているが、

日々のセルフケアとして実践が出来るようになることも目標としている。

【学修目標】

① 行動療法、認知行動療法の歴史と基本的発想を理解する。

② 行動療法、認知行動療法の実際を理解し、その技法について体験を通して身につける。

③ 代表的な精神疾患に対する認知行動療法の基本的発想と実際を理解する。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 認知行動療法 第１世代と第２世代の認知行動療法の概要を学ぶ。 金澤 潤一郎

2 うつ病に対する認知行動療法① うつ病に対する認知行動療法の基本的発想と手続きに

ついて理解する。

西郷 達雄

3 うつ病に対する認知行動療法② うつ病に対する認知行動療法の基本的発想と手続きに

ついて理解する。また、臨床現場で実際にどのように

実践されているかについて学ぶ。

西郷 達雄

4 不安症に対する認知行動療法① 不安症に対する認知行動療法の基本的発想と手続きに

ついて理解する。

西郷 達雄

5 ケース・フォーミュレーション ケース・フォーミュレーションの実際を学習する。臨

床現場で実際にどのように実践されているかについて

学ぶ。

金澤 潤一郎

6 第3世代の認知行動療法 ACTを中心とした第3世代の認知行動療法の概要を学

ぶ。また、臨床現場で実際にどのように実践されてい

るかについて学ぶ。

金澤 潤一郎

7 不安症に対する認知行動療法② 不安症に対する認知行動療法の基本的発想と手続きに

ついて理解する。また、臨床現場で実際にどのように

実践されているかについて学ぶ。

西郷 達雄

8 不安症に対する認知行動療法③ 不安症に対する認知行動療法の基本的発想と手続きに

ついて理解する。また、臨床現場で実際にどのように

実践されているかについて学ぶ。

西郷 達雄

9 強迫症に対する認知行動療法 強迫症に対する認知行動療法の基本的発想と手続きに

ついて理解する。また、臨床現場で実際にどのように

実践されているかについて学ぶ。

西郷 達雄

10 PTSDに対する認知行動療法 PTSD（心的外傷後ストレス障害）に対する認知行動療

法の基本的発想と手続きについて理解する。また、臨

床現場で実際にどのように実践されているかについて

学ぶ。

西郷 達雄

11 問題解決療法～基礎編～ 幅広い問題に対応可能な問題解決療法の理論を学ぶ。 金澤 潤一郎

12 問題解決療法～実践編～ 問題解決療法が臨床現場でのどのように実践されてい

るかについて学ぶ。

金澤 潤一郎

13 応用行動分析① 応用行動分析の基礎理論を学ぶ。また、臨床現場での

実際にどのように実践されているかについて学ぶ。

金澤 潤一郎

14 応用行動分析② カウンセリングの中で応用行動分析がどのように応用

されているかについて学ぶ。

金澤 潤一郎



回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

15 心身症に対する認知行動療法 心身症に対する認知行動療法の基本的発想と手続きに

ついて理解する。また、臨床現場で実際にどのように

実践されているかについて学ぶ。

西郷 達雄

【授業実施形態】

面接授業と遠隔授業の併用

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学校の授業実施方針による

【評価方法】

定期試験　70％

授業への取り組み（毎回のコメントカード）　30％

【教科書】

指定しない。

【参考書】

坂野雄二「認知行動療法」（日本評論社）

三田村 仰 (著) 「はじめてまなぶ行動療法」金剛出版

【備考】

厚生労働省HP（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/kokoro/index.html）

より「うつ病の認知療法・認知行動療法マニュアル（平成21年度厚生労働省こころの健康科学研究事業「精神療法の実施方法と

有効性に関する研究」）」、および不安障害の認知療法・認知行動療法マニュアル（平成27年度厚生労働省障害者対策総合研究

事業「認知行動療法等の精神療法の科学的エビデンスに基づいた標準治療の開発と普及に関する研究」）に関する資料を事前に

ダウンロードしてください。

【学修の準備】

・予習（60分以上）：毎回のキーワードについて、参考書、関連書、インターネットなどで調べておく。

・復習（30分以上）：講義資料、参考資料をもとに復習し、記憶の定着を図る。

【ディプロマ ・ポリシー（学位授与方針）との関連】

DP3.社会の様々な分野において、心の問題を評価し、それを適切に判断し援助できる基礎的技能を修得している。

DP1.心の問題にかかわる職業人として必要な幅広い教養と専門的知識を修得している。

上記、心理科学部ディプロマ・ポリシーに適合している。

【ICTの活用】

　学習教材（授業資料）の配信や学習課題の提示ではGoogle Classroomを利用する。

　詳細は、講義内で説明する。

【実務経験】

金澤 潤一郎（公認心理師）　西郷 達雄（公認心理師）

【実務経験を活かした教育内容】

認知行動療法をオリエンテーションとした心理臨床家としての実務経験を活かし、臨床現場の実際に即した実践的教育を行う。


